
地域自立支援協議会 平成２２年６月１５日

地域移行促進部会 資料別紙２

会議名称 22年度地域移行促進部会 ノート作成プロジェクトチーム（5・27 6・4）

参加： 部会長・副部会長・委員・ピア２名・事務局

対象など

① 対象：10人くらい⇒手帳別に ② 使ってもらいたい人

単身 働いている人 家族がいても高齢・たいへんな人

本人だけ管理 作業所行っている人 グループホームの人

② 必要なところだけピックアップできる ⇒バインダー方式

スケジュール

・ノート配布・説明…Ｈ22年 7 月 ・テスト…Ｈ22 年 7、8月～12月

・整理 …Ｈ23年 1 月 ・まとめ …Ｈ23年 2 月中

（内容について）

・氏名や住所は必要。（個人情報なので管理は本人責任でしっかりできるようサポートする。）

・日々書くもの、医療機関受診に使うものを分ける。バインダーで分けてほしい。

・医療機関によっては、書き込みを求めるのは難しいとの意見があった。

・（項目、文言等は省略）

モデル実施について

〇どのように、だれに渡すか

・精神障害の対象：オブリのピア相談員、保健センター、グループホーム入所者、訪問看護の

支援者等

・知的障害の対象：就労者（ワークサポートの利用者）、作業所の卒業者等、グループホーム世

話人情報交換会にて依頼する

・家族は将来的な心配がある。特に重度の方。すぎのき生活園の対象者はどうか

〇どのような評価方法があるか

・ 評価はしっかり行う。アンケート、聞き取り、利用者に意見を聞く場を設ける等の方法があ

る

（アンケートや聞き取りをしていくことを予めことわる必要がある）

○使い方の説明

・原則は本人が管理するが、本人に任せると使われない可能性がある。“出来れば支援者と活用

することを想定している”とする

・「使い方のご案内」を作る。

〇タイトル モデル実施の中でタイトルも募集する

次回会議の持ち方について

・プロジェクト会議 平成２２年７月１３日（火） １３：３０～１５：００

オブリガードにて

〇今後決めること ・評価方法、評価用アンケートの内容 ・ノートのタイトル
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